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県
の
協
力
を
得
な
が
ら
考
え
た
い
。

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
近
隣
に
と
い

う
要
望
も
あ
り
、
実
際
ど
れ
だ
け

の
台
数
が
必
要
か
調
査
し
考
え
た

い
。
地
下
駐
車
場
も
あ
り
え
る
こ

と
も
含
め
、
議
論
を
尽
く
し
、
で

き
る
範
囲
で
や
り
た
い
。

八
木
北
駐
車
場
の
収
入
か
ら

考
え
る
と
、
今
年
度
、
約
３
，
９

０
０
万
円
の
黒
字
で
あ
る
。
減
価

償
却
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

償
却
は
全
て
終
わ
り
、
収
益

は
上
が
っ
て
い
る
。

土
地
建
物
に
約
１８
億
６
，
０

０
０
万
費
用
を
か
け
、
３０
年
以
上

か
け
て
償
却
で
き
た
わ
け
だ
が
、

も
し
こ
れ
か
ら
３０
億
円
か
け
る
と

な
る
と
、
今
度
は
償
却
に
６０
年
か

か
る
こ
と
に
な
る
。
今
度
は
建
物

だ
け
で
３０
億
円
と
い
う
が
、
何
年

か
け
て
費
用
を
回
収
す
る
つ
も
り

か
。

国
費
４
億
５
千
万
円
と
他
の

補
助
金
等
も
含
め
る
と
残
金
は
２０

数
億
円
と
な
る
。
収
益
を
上
げ
る

施
設
で
あ
り
、
事
業
費
は
賄
え
る

と
考
え
る
。
起
債
等
も
、
交
付
税

算
入
さ
れ
る
も
の
を
考
え
た
い
。

分
庁
舎
の
話
も
、
も
と
は
本

庁
舎
の
建
て
替
え
か
ら
出
発
し
て

い
る
。
本
庁
舎
の
報
告
は
、
ま
だ

な
い
。
１０
％
減
や
集
中
に
つ
い
て

答
弁
し
て
い
る
が
、
本
庁
は
２
階

建
て
で
６０
〜
７０
億
円
で
建
て
る
と

い
う
発
想
か
。

建
て
替
え
も
１
つ
の
手
段
で

あ
る
し
、
庁
舎
を
残
し
な
が
ら
新

た
に
再
生
さ
せ
る
リ
フ
ァ
イ
ン
ニ

ン
グ
も
あ
り
、
費
用
は
、
現
庁
舎

の
７
〜
８
割
程
度
必
要
と
な
る
。

建
て
替
え
が
必
要
か
も
踏
ま
え
考

え
た
い
。
畝
傍
御
陵
前
や
万
葉
ホ

ー
ル
に
分
散
し
て
い
る
課
も
集
約

す
る
必
要
が
あ
り
、
現
庁
舎
と
同

等
か
そ
れ
以
上
の
床
面
積
が
必
要

と
考
え
る
が
、
全
体
の
１０
％
と
い

う
目
標
な
ど
も
あ
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
よ
る
複
合
の
建
物
も
あ

り
得
る
。

３
つ
の
施
設
で
２
０
０
億
円

近
く
つ
ぎ
込
む
の
で
あ
れ
ば
、
ど

こ
か
で
集
約
化
で
き
る
の
で
は
。

駅
前
駐
車
場
は
平
地
に
し
、
分
庁

舎
が
で
き
、
本
庁
舎
が
で
き
る
と

い
う
の
は
、
県
南
部
の
中
心
地
と

し
て
ふ
さ
わ
し
い
の
か
疑
問
で
あ

る
。
民
間
で
は
ホ
テ
ル
建
設
に
意

欲
が
な
か
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、

民
間
の
よ
る
駅
前
開
発
は
進
ん
で

い
る
。
ホ
テ
ル
を
検
討
し
た
い
と

い
う
と
こ
ろ
が
出
て
く
れ
ば
、
市

は
ホ
テ
ル
誘
致
に
動
く
の
か
。

ホ
テ
ル
を
さ
れ
る
の
で
あ
れ

ば
大
歓
迎
で
、
地
元
等
と
の
意
見

調
整
な
ど
も
踏
ま
え
て
建
て
る
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
建
て
て
い
た
だ

い
て
全
く
問
題
は
な
い
。

Ｆ
Ｍ
に
関
し
て
は
、
で
き
る

こ
と
か
ら
行
い
、
来
年
度
予
算
に

組
み
込
め
る
も
の
は
取
り
組
む
よ

う
要
望
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

電
力
に
つ
い
て
の
対
策
が
練
ら
れ

た
と
思
う
が
、
取
り
組
み
は
。

高
圧
電
力
は
、
７
月
末
に
４８

施
設
を
６
グ
ル
ー
プ
に
分
け
電
力

調
達
の
指
名
競
争
入
札
を
し
た
。

入
札
に
よ
り
年
間
約
４
，
６
０
０

万
円
の
削
減
が
見
込
め
る
。
平
成

２８
年
度
は
、
低
圧
電
力
の
入
札
も

検
討
し
た
い
。

一般質問
竹
田　

き
よ
し

竹
田　

き
よ
し

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

休

日

夜

間

応

急

診

療

所

の

体

制

昭
和
４９
年
１０
月
に
休
日
応
急

診
療
所
を
開
設
し
、
昭
和
５５
年
４

月
に
夜
間
診
療
を
加
え
、
休
日
夜

間
応
急
診
療
所
と
し
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
現
実
的
に
は
中
南
和

の
拠
点
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

本
市
の
休
診
の
現
状
と
し
て
、
平

成
２６
年
度
の
地
域
別
の
受
診
者
数

と
月
別
の
受
診
者
数
は
。
ま
た
、

年
末
年
始
の
受
診
者
数
が
増
加
し

た
の
は
、
主
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
の
感
染
症
の
患
者
に
よ
る
も
の

か
。
ま
た
、
７
月
に
厚
生
常
任
委

員
会
で
、
県
北
部
の
拠
点
と
し
て

整
備
さ
れ
た
奈
良
市
の
休
日
夜
間

応
急
診
療
所
を
視
察
し
た
が
、
救

急
の
感
染
症
対
策
と
し
て
、
入
り

口
と
出
口
を
分
け
る
な
ど
患
者
の

感
染
を
防
ぐ
先
進
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
た
。
本
市
の
状
況
を
聞

き
た
い
。

平
成
２６
年
度
の
年
間
受
診
者

総
数
は
１
万
２
，
８
８
０
人
で
、

橿
原
、
高
取
、
明
日
香
の
合
計
で

７
，
０
６
４
人
（
５
４
．
８
％
）、

地
区
外
は
桜
井
市
９
０
６
人
（
７

％
）、
大
和
高
田
市
６
０
４
人

（
４
．
７
％
）、
香
芝
市
６
０
４
人

（
４
．
７
％
）、
田
原
本
町
５
３
１

人
（
４
．
１
％
）、
大
淀
町
４
４

８
人
（
３
．
５
％
）、
葛
城
市
４

２
４
人
（
３
．
３
％
）
で
あ
る
。

月
別
の
受
診
者
数
は
、
４
月
８
６

０
人
、
５
月
１
，
２
９
５
人
、
６

月
６
９
３
人
、
７
月
７
５
８
人
、

８
月
７
２
１
人
、
９
月
５
９
０
人
、

１０
月
５
５
７
人
、
１１
月
８
９
９
人
、

１２
月
２
，
１
８
３
人
、
１
月
２
，

５
６
７
人
、
２
月
８
３
０
人
、
３

月
９
２
７
人
で
あ
る
。
年
末
年
始

の
受
診
者
数
２
，
２
７
３
人
の
う

ち
約
４
割
８
８
９
人
が
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
陽
性
反
応
者
で
あ
っ
た
。

診
療
所
の
感
染
対
策
は
、
庁
舎
機

能
と
診
療
所
機
能
の
２
つ
の
用
途

の
た
め
建
物
を
共
有
し
て
お
り
、

感
染
症
用
出
入
り
口
は
設
置
で
き

て
い
な
い
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

の
流
行
時
に
は
、
南
側
奥
控
室
を

感
染
症
の
疑
い
が
あ
る
患
者
用
の

待
合
室
と
し
て
活
用
し
、
極
力
、

感
染
症
以
外
の
患
者
と
の
空
間
共

有
を
避
け
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

昨
年
１２
月
３０
日
は
大
変
だ
っ

た
と
聞
く
。
奈
良
市
で
７
２
０
分

（
１２
時
間
）
待
ち
、
本
市
で
も
駐

車
場
が
溢
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。

感
染
症
が
流
行
る
期
間
は
一
時
期

八木駅南1100坪
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